
4th IRTG Joint Symposium への参加 

所属：工学研究科 有機・高分子化学専攻 有機合成・触媒研究室 

学年：修士 2年 

⽒名：木倉 健翔 

出張先：ミュンスター⼤学・ドイツ 

出張期間：2023年 5⽉12⽇〜2023年 5⽉19⽇ 

出張⽬的：名⼤・ミュンスター⼤学による国際ジョイントシンポジウムへの参加 

 

・概要 

 ドイツのミュンスター大学で開催された IRTG Joint Symposiumへ参加し、教授陣ら

による講演を公聴、ポスター発表、現地 PI とのディスカッション、現地学生との交流

を行った。 

 

・所感 

 ポスター発表に関して 

  国内においては幾  

度かポスター発表を 

行ってきたが、海外 

で、また英語で発表 

するのは初めてでか 

なり緊張した。現地 

の学生、教授陣らか 

らの質問に詰まりな 

がらもなんとか答え 

ることで、アドバイ 

ス等をもらった。今   

後の研究の糧になる  

体験であった。 

現地学生との交流に関して 

  現地学生の案内でミュンスター市内の動物園や市場、教会などを回った。建物や

食事、乗り物など日本とは異なる文化を肌で感じた。特に太陽が出ている日中の時

間が長く、夜の 10時頃まで明るいことに驚いた。また、公園や湖のほとりなどで何

をするでもなく友人たちとしゃべって時を過ごしている人たちが多く、忙しなく動

ミュンスター大学内にある建物 



く人が多い日本ではあまり見られない光景だった。 

  また、博士学生についてドイツでは給与があり研究者としての地位が確約されて

いる。日本では近年サポートは増えてきたが、すべての学生に対しては行われてお

らず、博士学生の地位について日本とドイツでギャップがあると感じた。 
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Joint Symposiumへ参加した学生 


